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R8C/54E グループ 
ハードウェア LIN (スレーブモード) 

要旨 
本アプリケーションノートでは、R8C/54E グループのハードウェア LIN(スレーブモード)について説明しま

す。 

対象デバイス 
R8C/54E グループ 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。 
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1. 仕様 
ハードウェア LIN を使用し、スレーブモードで動作します。 

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1にブロック図を示します。 

 
表1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
ハードウェア LIN チャネル 0(HW-LIN_0) スレーブモードでデータを送受信する 
 
 

タイマRJ_0

UART0_0

割り込み

制御回路
バス衝突

検出回路

Synch Field
制御回路

RXD_0端子

TXD_0端子

LSTART
SBE
LNE タイマRJ_0

割り込み

TOSEL = 0

ハードウェアLINチャネル0

TOSEL = 1

RXD_0データ

タイマRJ_0
アンダフロー信号

BCE、SBE、
SFE

UART0_0 転送クロック

UART0_0 送信許可ビット

タイマRJ_0 出力パルス

UART0_0 
TXDデータ

MST

LINE、MST、SBE、LSTART、BCIE、SBIE、SFIE：LINCT_0レジスタのビット
TIOSEL：TRJIOC_0レジスタのビット
TE：U0C1_0レジスタのビット

RXD_0入力

制御回路

 

図1.1 ブロック図 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、表 2.1の条件で動作を確認しています。 

 
表2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン R8C/54E グループ 
動作周波数 • XIN クロック : 20MHz 

• システムクロック : 20MHz 
• CPU クロック : 20MHz 

動作電圧 5.0V(2.7V～5.5V で動作可能) 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 

 High-performance Embedded Workshop Version 4.09 
ルネサスエレクトロニクス製 
 M16C Series, R8C Family C Compiler V.5.45 Release 01 

C コンパイラ 

コンパイルオプション 
-D__UART0__ -c -finfo -dir "$(CONFIGDIR)" -R8C 
(総合開発環境のデフォルト設定を使用しています) 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



R8C/54E グループ ハードウェア LIN (スレーブモード) 

R01AN1234JJ0100  Rev.1.00  Page 5 of 27 
2012.08.31  

3. ソフトウェア説明 
スレーブモードで LIN 通信を行うためのサンプルプログラムです。 

 

3.1 動作概要 
 

＜仕様＞ 

• チャネルは、HW-LIN_0 を使用します。HW-LIN_0 は、タイマ RJ_0 および UART0_0 と連携し、LIN
通信を行います。 

• LIN スレーブモードで動作します。 

• レシーブデータ入力は、P1_5/RXD_0 端子を使用します。 

• トランスミットデータ出力は P1_4/TXD_0 端子を使用します。 

• ビットレートは 9615bps に設定します。(ビットレートの計算式：9615bps = 20MHz×1/1×1/130×1/16) 

• 本サンプルプログラムには、Synch Field で計測したデータを使用して、ビットレートを計算・再設定
するためのプログラムは含まれておりません。 

• タイマRJ_0割り込みを使用します。Synch Breakを検出するとタイマRJ_0割り込みが発生します。Synch 
Field 計測完了時は、タイマ RJ_0 割り込みは発生しません。 

• UART0_0 割り込みを使用します。Synch Field、ID フィールド、Data フィールドおよびチェックサム
フィールドでデータを受信したとき、UART0_0 割り込みが発生します。 

• タイマ RB2_0 割り込みを使用します。5ms ごとにメイン周期フラグ(u1s_main_cycle_flag)を“1”にしま
す。 

• 本サンプルプログラムには、バス衝突検出時の処理は含まれておりません。 

• Synch Field の信号を UART0_0 RXD にも入力します。 

• レスポンスフィールドでの通信方向(受信または送信)およびデータ数は、IDフィールドで受信したID
データで決まります(表 3.1を参照)。 

• Data フィールドで受信したデータは、u1s_msg1[2]、u1s_msg2[4]、u1s_msg3[8]に格納します。 

• Data フィールドで送信するデータを、u1s_msg1[2]、u1s_msg2[4]、u1s_msg3[8]に設定します。 

• メイン周期は 5ms です。タイマ RB2_0 で生成します。 

 

表 3.1に通信仕様例、図 3.1に動作例を示します。 

 

表3.1 通信仕様例 

Data フィールド 
受信 ID 通信 

方向 
データ

数 DATA0 DATA1 DATA2 DATA3 DATA4 DATA5 DATA6 DATA7
01h 受信 2 XXh XXh       
21h 受信 4 XXh XXh XXh XXh     
31h 受信 8 XXh XXh XXh XXh XXh XXh XXh XXh 
02h 送信 2 00h(注) 00h(注)       
22h 送信 4 00h(注) 00h(注) 00h(注) 00h(注)     
32h 送信 8 00h(注) 00h(注) 00h(注) 00h(注) 00h(注) 00h(注) 00h(注) 00h(注)

【注】 初期値は 00h です。 
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タイマRJ_0割り込み
要求の受付で0になる

RXD_0端子

Synch Break

UART0_0の
RXD入力

LINCT_0レジスタの

RXDSFビット

Synch Field IDフィールド

TRJIC_0レジスタの

IRビット

U0RIC_0レジスタの

IRビット

LINCTレジスタの
LSTARTビットへ
の1書き込み

Dataフィールド チェックサムフィールド

UART0_0受信割り込み
要求の受付で0になる

UART0_0受信割り込み
要求の受付で0になる

UART0_0受信割り込み
要求の受付で0になる

上図は次の条件の場合です。

LINE=1、MST=0、SBE=0、SBIE=1、SFIE=0、BCIE=0

Synch Break検出後、
0になる

 

図3.1 転送フォーマット 
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3.2 必要メモリサイズ 
表 3.2に必要メモリサイズを示します。 

表3.2 必要メモリサイズ 

使用メモリ サイズ 備考 
ROM 1,056 バイト main.c、lin.c モジュール内 
RAM 33 バイト main.c、lin.c モジュール内 
最大使用ユーザスタック 42 バイト  
【注】 必要メモリサイズは C コンパイラのバージョンやコンパイルオプションにより異なります。 

 

3.3 ファイル構成 
表 3.3にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイルは

除きます。 

表3.3 サンプルコードで使用するファイル 

ファイル名 概要 備考 
lin.h LIN 関連のインクルードファイル  
lin.c LIN 制御プログラム  
main.c メイン制御プログラム  
 

3.4 定数一覧 
表 3.4にサンプルコードで使用する定数を示します。 

 
表3.4 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
LIN_ERR_NONE 0 LIN エラー状態：エラーなし 
LIN_ERR_FRAMING 1 LIN エラー状態：フレーミンングエラーを検出 
LIN_ERR_CHKSUM 2 LIN エラー状態：チェックサムエラーを検出 
LIN_STS_WAIT_BREAK 0 LIN 通信フェーズ：Synch Break 
LIN_STS_WAIT_SYNCH 1 LIN 通信フェーズ：Synch Field 
LIN_STS_WAIT_ID 2 LIN 通信フェーズ：ID フィールド 
LIN_STS_WAIT_DATA 3 LIN 通信フェーズ：Data フィールド 
LIN_STS_WAIT_SUM 4 LIN 通信フェーズ：チェックサムフィールド 
JUDGE_NONE 0 受信/送信判定結果：判定なし 
JUDGE_SEND 1 受信/送信判定結果：送信 
JUDGE_RECEIVE 2 受信/送信判定結果：受信 
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3.5 構造体/共用体一覧 
図 3.2にサンプルコードで使用する構造体/共用体を示します。 

/*** Variables ***/
/** ID **/
union UID{
    struct{
        unsigned char id:6;
        unsigned char parity:2;
    }bit;
    unsigned char u1_id; /*ID用テンポラリバッファ*/
};

/** Data **/
union UDATA{
    struct{
        unsigned short b0:1;
        unsigned short b1:1;
        unsigned short b2:1;
        unsigned short b3:1;
        unsigned short b4:1;
        unsigned short b5:1;
        unsigned short b6:1;
        unsigned short b7:1;
        unsigned short b8:1;
        unsigned short b9:1;
        unsigned short b10:1;
        unsigned short b11:1;
        unsigned short b12:1;
        unsigned short b13:1;
        unsigned short b14:1;
        unsigned short b15:1;
    }bit;
    unsigned short u2_word; /*データ用テンポラリバッファ*/
    unsigned char u1_data[2]; /*データ用テンポラリバッファ*/
};

/** Checksum **/
union UCHECKSUM{
    struct{
        unsigned char lo;
        unsigned char hi;
    }byte;
    unsigned short u2_chksum_word; /*チェックサム用バッファ*/
};

/** Message **/
struct SMSG{
    unsigned char u1_data[8]; /*データ用テンポラリバッファ*/
    union UID uid; /*ID用テンポラリバッファ*/
    unsigned char u1_dlc; /*データ長用テンポラリバッファ*/
    unsigned char u1_checksum;
};

union UDATA udata;                                    /*データ用テンポラリバッファ*/
struct SMSG smsg;                                               /*データ用テンポラリバッファ*/  

図3.2 サンプルコードで使用する構造体/共用体 
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3.6 変数一覧 
表 3.5にグローバル変数を示します。 

 
表3.5 グローバル変数 

型 変数名 内容 使用関数 
unsigned char l_u1g_err_sts LIN エラー用バッファ ls_vog_init_drv 

ls_vog_int_recv 
unsigned char ls_u1s_state LIN 通信フェーズ用バッファ ls_vog_int_recv 

ls_vog_break_recv 
unsigned char ls_u1s_judge 受信/送信判定結果用バッファ ls_vog_init_drv 

ls_vog_int_recv 
ls_vog_send_msg 
ls_vog_recv_msg 

unsigned char ls_u1s_count_data 受信/送信データ数カウンタ ls_vog_init_drv 
ls_vog_int_recv 
ls_vog_send_msg 

unsigned char u1s_main_cycle_flag メイン周期フラグ 
0：5ms 経過していない 
1：5ms 経過した 

main 
vos_init_var 
vog_int_trb2 

unsigned char u1s_recv_frame 受信データ数フラグ 
0：受信データなし 
1：2 バイト 
2：4 バイト 
3：8 バイト 

vos_init_var 
ls_vog_header_hook 
ls_vog_recv_hook 

unsigned char u1s_msg1[2] 
u1s_msg2[4] 
u1s_msg3[8]  

受信/送信データバッファ 1 
受信/送信データバッファ 2 
受信/送信データバッファ 3 

vos_init_var 
ls_vog_header_hook 
ls_vog_recv_hook 
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3.7 関数一覧 
表 3.6に関数を示します。 

 
表3.6 関数 

関数名 概要 
vos_init_cpu HW-LIN_0 以外の周辺機能の初期設定処理 
vos_init_var グローバル変数の初期設定処理 
ls_vog_init_drv HW-LIN_0 初期設定処理 
vog_int_trj_0 タイマ RJ_0 割り込み処理 
ls_vog_break_recv Synch Break 検出処理 
vog_int_recv UART0_0 受信割り込み処理 
ls_vog_int_recv UART0_0 受信処理 
ls_vog_header_hook ID データ判定処理 
ls_vog_recv_msg データ受信準備処理 
ls_vog_send_msg データ送信処理 
ls_vog_send_hook 送信完了処理 
ls_vog_recv_hook 受信完了処理 
vog_int_trb2_0 タイマ RB2_0 割り込み処理 
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3.8 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

 
vos_init_cpu 

概 要 HW-LIN_0 以外の周辺機能の初期設定処理 
ヘッダ なし 
宣 言 static void vos_init_cpu(void) 
説 明 クロック、タイマ RB2、割り込み、ポートの設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
vos_init_var 

概 要 グローバル変数の初期設定処理 
ヘッダ なし 
宣 言 static void vos_init_var(void) 
説 明 グローバル変数(u1s_main_cycle_flag、u1s_recv_frame、u1s_msg1[ ]、u1s_msg2[ ]、

u1s_msg3[ ])を”0”クリアします。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 

ls_vog_init_drv 
概 要 HW-LIN_0 初期設定処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void ls_vog_init_drv(void) 
説 明 HW-LIN_0 を使用するための初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 

vog_int_trj_0 
概 要 タイマ RJ_0 割り込み処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void vog_int_trj_0(void) 
説 明 タイマ RJ_0 割り込みです。 

Synch Break 検出処理関数(ls_vog_break_recv)を呼び出します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 

ls_vog_break_recv 
概 要 Synch Break 検出処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void ls_vog_break_recv(void) 
説 明 Synch Break 信号を検出します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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vog_int_recv 
概 要 UART0_0 受信割り込み処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void vog_int_recv(void) 
説 明 UART0_0 受信割り込み処理です。 

UART0_0 受信処理関数(ls_vog_int_recv)を呼び出します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 

ls_vog_int_recv 
概 要 UART0_0 受信処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void ls_vog_int_recv(void) 
説 明 UART0_0 受信処理です。 

受信エラー時の処理は含んでいません。必要な場合は、エラーチェック処理を追加し

てください。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 

ls_vog_header_hook 
概 要 ID データ判定処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void ls_vog_header_hook(unsigned char id) 
説 明 ID フィールドで受信した ID データから、レスポンスフィールドでの送受信方向、送

受信データ数を判定します。 
引 数 unsigned char id  

リターン値 なし 
 

ls_vog_recv_msg 
概 要 データ受信準備処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void ls_vog_recv_msg(unsigned char dlc) 
説 明 レスポンスフィールドで受信を行うための準備をします。受信/送信判定結果用バッ

ファ(ls_u1s_judge)に JUDGE_RECEIVE(受信)、データ長用テンポラリバッファ

(u1_dlc)にデータ長を設定します。 
引 数 unsigned char dlc 受信データ長 

リターン値 なし 
 

ls_vog_send_msg 
概 要 データ送信処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void ls_vog_send_msg(unsigned char dlc, unsigned char* msg) 
説 明 レスポンスフィールドでの送信処理を行います。 
引 数 unsigned char dlc 

unsigned char* msg 
送信データ長 
送信データバッファ 

リターン値 なし 
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ls_vog_send_hook 
概 要 送信完了処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void ls_vog_send_hook(void) 
説 明 本プログラムでは何もしていません。必要な場合は、処理を追加してください。 
引 数 unsigned char id  

リターン値 なし 
 

ls_vog_recv_hook 
概 要 受信完了処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void ls_vog_recv_hook(void) 
説 明 本プログラムでは何もしていません。必要な場合は、処理を追加してください。 
引 数 unsigned char id  

リターン値 なし 
 

vog_int_trb2_0 
概 要 タイマ RB2_0 割り込み処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void vog_int_trb2_0(void) 
説 明 タイマ RB2_0 割り込み処理です。 

5ms ごとにメイン周期フラグ(u1s_main_cycle_flag)を“1”にします。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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3.9 フローチャート 

3.9.1 メイン処理 
図 3.3にメイン処理のフローチャートを示します。 

main

マスカブル割り込み禁止 Iフラグ ← 0

PMC端子配置設定 48ピン製品の標準端子配置設定

メイン周期フラグ(u1s_main_cycle_flag)を
クリア

No

Yes

HW-LIN_0以外の周辺機能の初期設定
vos_init_cpu()

グローバル変数の初期設定
vos_init_var()

HW-LIN_0初期設定
ls_vog_init_drv()

Iフラグ ← 1マスカブル割り込み許可

5ms経過か ?

 

図3.3 メイン処理 
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3.9.2 HW-LIN_0 以外の周辺機能の初期設定処理  
図 3.4に HW-LIN_0 以外の周辺機能の初期設定処理のフローチャートを示します。 

 

vos_init_cpu

プロテクト解除 PRCRレジスタ
PRC0ビット ← 1  : CM0、CM1、CM3、CM4、OCD、FRA0、FRA2、 

   PLC0、PCLKR1レジスタへの書き込み許可

XINクロック発振 CM0レジスタ
CM05ビット ← 0    : XINクロック発振

発振安定待ち

システムクロック設定 CM4レジスタ ← 00h
CM42-CM40ビット = 000b   : XINクロック選択

CPUクロック設定 CM17-CM16ビット ← 00b    : CPUクロックの分周なし

CM06ビット ← 0    : CM1レジスタのCM16、CM17ビット有効

プロテクト設定 PRCRレジスタ

PRC0ビット ← 0    : CM0、CM1、CM3、CM4、OCD、FRA0、FRA2、

   PLC0、PCLKR1レジスタへの書き込み禁止

return

XIN端子選択 CM1レジスタ
CM13ビット ← 1    : XIN-XOUT端子選択

TRBIOCレジスタを設定 TRBIOCレジスタ ← 00h           : このレジスタは使用しないため、リセット後の値を設定

TRBMRレジスタを設定 TRBMRレジスタ ← 10h
TCKCUTビット = 0 : カウントソース供給

TCK2-TCK0ビット = 001b : タイマRB2カウントソース f8
TWRCビット = 0 : リロードレジスタとカウンタへの書き込み

TCNT16ビット = 0 : 8ビットプリスケーラ付き8ビットタイマ

TMOD1-TMOD0ビット = 00b : タイマモード

タイマRB2のカウント値を設定 TRBPREレジスタ ← 250-1 : 0.1ms = 1/20MHz × 1/8 × 250
TRBPRレジスタ ← 50-1 : 5ms = 0.1ms × 50

タイマRB2割り込み許可 TRBIRレジスタ ← 80h
TRBIEビット = 1 : 割り込み許可

TRB2ICレジスタ  ← 01h
ILVL2-ILVL0ビット = 001b : レベル1

タイマRJ_0割り込み許可

タイマRB2カウント開始 TRBCRレジスタ ← 01h
TSTARTビット = 1 : カウント開始

TRJICレジスタ  ← 01h
ILVL2-ILVL0ビット = 001b : レベル1

ポートの初期設定 PORT1レジスタ 
P1_4 ← 1 : Hレベル

PD1レジスタ

PD1_4 ← 1 : 出力モード

PD1_5 ← 0 : 入力モード

 
 

図3.4 HW-LIN_0 以外の周辺機能の初期設定処理 
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3.9.3 グローバル変数の初期設定処理 
図 3.5にグローバル変数の初期設定処理のフローチャートを示します。 

 

return

メイン周期フラグ

(u1s_main_cycle_flag)をクリア

vos_init_var

受信データ数フラグ

(u1s_recv_frame)をクリア

受信バッファ1
(u1s_msg1[i](i=0、1))をクリア

受信バッファ2
(u1s_msg2[i](i=0～3))をクリア

受信バッファ3
(u1s_msg3[i](i=0～7))をクリア

 
 

図3.5 グローバル変数の初期設定処理 
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3.9.4 HW-LIN_0 初期設定処理 
図 3.6に HW-LIN_0 初期設定処理のフローチャートを示します。 

return

ls_vog_init_drv

HW-LIN_0関連の変数を初期化 u1_id ← 0  : ID用バッファクリア

u1_dlc ← 0  : データ長用バッファクリア

u1_data[i](i=0～7) ← 0 : データ用バッファクリア

ls_u1s_state ← LIN_STS_WAIT_BREAK    : LIN通信フェーズ用バッファ

ls_u1s_judge ← JUDGE_NONE : 受信/送信判定結果用バッファ

ls_u1s_count_data ← 0 : 受信/送信データ数カウンタ 
l_u1g_err_sts = LIN_ERR_NONE : LINエラー用バッファ                  

UART0_0関連レジスタを設定 U0C1_0レジスタ 
   REビット ← 0                       : 受信禁止

   TEビット ← 0 : 送信禁止

U0MR_0レジスタ ← 05h
SMD2-SMD0ビット = 101b : UARTモード転送データ長8ビット

CKDIRビット = 0 : 内部クロック

STPSビット = 0 : 1ストップビット

PRYEビット = 0 : パリティ禁止

U0C0_0レジスタ ← 00h
CLK1、CLK0ビット = 00b : U0BRGカウントソース f1
DFEビット = 0 : デジタルフィルタ禁止  
NCHビット = 0 : TXD端子はCMOS出力 
UFORMビット = 0 : LSBファースト

U0C1_0レジスタ ← 02h
   U0IRSビット = 0    : 送信バッファ空(TI = 1)
U0BRG_0レジスタ ← 130-1 : ビットレート: 9615bps = 20MHz ×1/1 × 1/130 ×1/16

端子選択レジスタを設定

タイマRJ_0カウント開始

HW-LIN_0関連レジスタを設定 TRJMR_0レジスタ ← 03h 
   TMOD2-TMOD0ビット = 011b : パルス幅測定モード

TRJIOCレジスタ

TEDGSEL ← 0 : Lレベル幅を測定

TIOSEL ← 0 : TRJIO端子から入力

TRJMR_0レジスタ 
   TCK2-TCK0ビット ← 011b    : タイマRJカウントソース f2
TRJ_0レジスタ ← 11000-1 : 10ビット長 < f2 × 11000 = 1100µs < 11ビット長

LINCT_0レジスタ 
LINEビット ← 0 : LINは動作停止

MSTビット ← 0 : スレーブモード(Synch Break検出回路動作)
LINEビット ← 1    : LINは動作開始

SBEビット ← 0 : Synch Break検出後に解除

SBIEビット ← 1 : Synch Break検出割り込み許可

LINST_0レジスタ

B2CLRビット ← 1 : BCDCTビットを0にする

B1CLRビット ← 1 : SBDCTビットを0にする

B0CLRビット ← 1 : SFDCTビットを0にする

TRJIC_0レジスタ ← 1
ILVL2-ILVL0ビット = 001b    : レベル1

TRJ_0SRレジスタ ← 02h 
   TRJIO_0SEL1、TRJIO_0SEL0ビット = 10b : P1_5に割り当てる

INTSR0レジスタ ← 01h 
   INT1SEL2-INT1SEL0ビット = 001b : P1_5に割り当てる

U_0SRレジスタ ← 05h 
   TXD_0SELビット = 1 : P1_4に割り当てる

   RXD_0SELビット = 1 : P1_5に割り当てる

タイマRJ_0カウント開始待ち

Synch Break検出開始

TRJ_CR_0レジスタ 
   TSTARTビット ← 1    : カウント開始

LINCT_0レジスタ 
   LSTARTビット ← 1 : タイマRJ入力許可、RXD入力禁止

RXD入力禁止状態待ち

 
図3.6 HW-LIN_0 初期設定処理 
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3.9.5 タイマ RJ_0 割り込み処理 
図 3.7にタイマRJ_0 割り込み処理のフローチャートを示します。 

vog_int_trj_0

return

タイマRJ_0割り込み

Synch Break検出処理
ls_vog_break_recv()

 

図3.7 タイマ RJ_0 割り込み処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



R8C/54E グループ ハードウェア LIN (スレーブモード) 

R01AN1234JJ0100  Rev.1.00  Page 19 of 27 
2012.08.31  

3.9.6 Synch Break 検出処理 
図 3.8に Synch Break検出処理のフローチャートを示します。 

ls_vog_break_recv

return

タイマRJ_0割り込み禁止 TRJIC_0レジスタ ← 1
LVL2-LVL0ビット = 000b : レベル0 (割り込み禁止)

UART0_0割り込み許可 U0IR_0レジスタ ← 0Ch
U0RIEビット = 1 : 受信割り込み許可

U0TIEビット = 1 : 送信割り込み許可

UART0_0送受信許可 U0C1_0レジスタ

REビット ← 1 : 受信許可

TEビット ← 1    : 送信許可

LIN通信フェーズ用バッファの

情報をSynch Fieldに変更
ls_u1s_state ←  LIN_STS_WAIT_SYNCH

 

図3.8 Synch Break 検出処理 
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3.9.7 UART0_0 受信割り込み処理 
図 3.9に UART0_0 受信割り込み処理のフローチャートを示します。 

vog_int_recv

return

UART0_0受信割り込み

UART0_0受信処理
ls_vog_int_recv()

 

図3.9 UART0_0 受信割り込み処理 
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3.9.8 UART0_0 受信処理 
図 3.10および図 3.11にUART0_0 受信処理のフローチャートを示します。 

ls_vog_int_recv

チェックサム用バッファクリア

受信データの読み出し u2_word(テンポラリバッファ) ← U0RB_0レジスタ

LIN通信フェーズ

(ls_u1s_state)は?

Synch Field
(LIN_STS_WAIT_SYNCH)

u2_chksum_word(テンポラリバッファ) ← 0000h

LIN通信フェーズを

Dataフィールド

(LIN_STS_WAIT_DATA)に変更

IDフィールド
(LIN_STS_WAIT_ID)

Dataフィールド
(LIN_STS_WAIT_DATA)

送信or受信
(ls_u1s_judge)?

送信

最終データか?

YES

データを送信

送信データ数カウンタを

インクリメント

U0C1_0レジスタ
TEビット ← 1

U0TB_0レジスタ 
←データ

LIN通信フェーズを
チェックサムフィールド

( LIN_STS_WAIT_SUM)に変更

NO

チェックサムを送信

U0C1_0レジスタ
TEビット ← 1

U0TB_0レジスタ 
← チェックサム

受信

最終データか?

YES

NO

LIN通信フェーズを
チェックサムフィールド

( LIN_STS_WAIT_SUM)に変更

受信データを

テンポラリバッファに格納

受信データ数カウンタをクリア

受信データを

テンポラリバッファに格納

受信データ数カウンタを

インクリメント

LIN通信フェーズを

IDフィールド(LIN_STS_WAIT_ID)
に変更

BA

IDデータ判定処理
ls_vog_header_hook()

 

図3.10 UART0_0 受信処理(1) 

 

 



R8C/54E グループ ハードウェア LIN (スレーブモード) 

R01AN1234JJ0100  Rev.1.00  Page 22 of 27 
2012.08.31  

return

チェックサムフィールド
(LIN_STS_WAIT_SUM)

送信or受信
(ls_u1s_judge)?

送信

受信

チェックサムを計算

チェックサムは正しいか?

YES

NO

LINエラー用バッファに
チェックサムエラー

(LIN_ERR_CHKSUM)を格納

LIN通信フェーズを
Synch Break

(LIN_STS_WAIT_BREAK)に変更

各バッファを初期化

TRJ_0割り込み許可 TRJIC_0レジスタ
ILVL2-ILVL0ビット = 001b: レベル1

ls_u1s_judge ← JUDGE_NONE;  
ls_u1s_count_data ← 0
u2_word ← 0x0000;
u1_data[0]～u1_data[7] ← 0

A

送信完了処理
ls_vog_send_hook()

受信完了処理
ls_vog_recv_hook()

B

 

図3.11 UART0_0 受信処理(2) 
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3.9.9 ID データ判定処理 
図 3.12に IDデータ判定処理のフローチャートを示します。 

ls_vog_header_hook

受信データ数フラグ(u1s_recv_frame)に
“1”を設定

01h

IDデータの値?

受信データ数フラグ(u1s_recv_frame)に
“2”を設定

21h

受信データ数フラグ(u1s_recv_frame)に
“3”を設定

31h

02h

22h

32h

引数：送信データ長 = 2、 送信データバッファ = u1s_msg1

引数：送信データ長 = 4、 送信データバッファ = u1s_msg2

引数：送信データ長 = 8、 送信データバッファ = u1s_msg3

引数：受信データ長 = 2

引数：受信データ長 = 4

引数：受信データ長 = 8

return

データ受信準備処理

ls_vog_recv_msg(2)

データ受信準備処理

ls_vog_recv_msg(4)

データ受信準備処理
ls_vog_recv_msg(8)

データ送信処理
ls_vog_send_msg(2,u1s_msg1)

データ送信処理
ls_vog_send_msg(4,u1s_msg2)

データ送信処理
ls_vog_send_msg(8,u1s_msg3)

 

図3.12 ID データ判定処理 
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3.9.10 データ受信準備処理 
図 3.13にデータ受信準備処理のフローチャートを示します。 

ls_vog_recv_msg

return

受信/送信判定結果用バッファ

(ls_u1s_judge)に
 “受信”(JUDGE_RECEIVE)を設定

テンポラリバッファ(u1_dlc)に
受信データ長を設定

 

図3.13 データ受信準備処理 
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3.9.11 データ送信処理 
図 3.14にデータ送信処理のフローチャートを示します。 

ls_vog_send_msg

return

受信/送信判定結果用バッファ

(ls_u1s_judge)に
 “送信”(JUDGE_SEND)

を設定

テンポラリバッファ(u1_dlc)に
送信データ長を設定

チェックサム用テンポラリバッファ

(u2_chksum_word)をクリア
u2_chksum_word ← 0000h

送信データを

送信データ用バッファ

(u1_data)に設定

(設定するデータ数 = 送信データ長)

u1_data[i] ← 送信データ

チェックサムデータの計算

データ送信

送信データ数カウンタ

(ls_u1s_count_data)をインクリメント

U0C1_0レジスタ

TEビット ← 1 : 送信許可

U0TB_0レジスタ ← 送信データ 

 

図3.14 データ送信処理 
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3.9.12 タイマ RB2_0 割り込み処理 
図 3.15にタイマRB2_0 割り込み処理のフローチャートを示します。 

vog_int_trb2_0

return

メイン周期フラグ

(u1s_main_cycle_flag)をセット

タイマRB2_0割り込み

 

図3.15 タイマ RB2_0 割り込み処理 
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4. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 

 

5. 参考ドキュメント 
ユーザーズマニュアル：ハードウェア 
R8C/54E グループユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.00 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
テクニカルアップデート／テクニカルニュース 
（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
 
 

ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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